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界
　
第
三
十
五
號

（
第
三
懇
）
　
大
正
十
二
年
十
二
月
號

ウ
ィ
ル
ソ
ン
山
天
文
毫
に
、
來
て

京
大
海
外
研
究
員

山
　
本
　
一
　
清

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）

　
自
分
は
渡
米
以
來
既
に
大
小
十
五
ケ
所
の
天
文
台
を
見
た
。
帥
ち
、
順
に
言
へ
ば
，
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
、
ワ
シ
ン
ト
ン
大
壁
、
シ
カ
ゴ
大
営
、
ヤ
ー

キ
ー
ス
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
朗
学
、
ハ
ー
バ
ー
ド
凶
戸
山
出
天
文
ム
ロ
、
’
ク
ー
ス
學
校
附
腿
側
、
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
大
阻
軍
，
北
西
大
加
里
、
エ
ル
ジ
ン
b
コ
ロ
ラ
ド
大

黒
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
洋
々
中
里
、
シ
ヤ
ボ
ー
大
童
、
リ
ク
、
及
び
ウ
ィ
ル
ソ
ン
山
の
諸
天
文
台
で
あ
る
。
此
の
中
に
は
私
立
あ
り
、
公
立
あ
り
，

古
い
も
の
、
新
し
い
も
の
、
大
き
い
も
の
、
小
さ
い
も
の
、
教
梗
用
、
研
究
用
、
↓
般
的
、
特
殊
的
、
さ
ま
伶
、
の
種
類
が
あ
る
。
今
ま
で
日
本
の

三
四
の
小
さ
な
天
文
台
を
知
っ
て
み
た
だ
け
で
、
「
米
國
の
天
文
台
は
果
し
て
如
何
な
も
の
だ
ろ
う
」
－
こ
言
っ
た
や
う
な
一
種
の
期
待
が
始
め
胸
の
中

に
あ
っ
た
の
は
事
書
で
あ
る
か
、
來
て
見
れ
ば
「
左
程
で
も
無
い
」
ミ
い
ふ
感
じ
が
屡
々
起
っ
て
、
其
の
都
度
、
今
の
日
本
の
天
文
台
で
も
充
分
の
仕

事
は
出
來
る
ミ
思
っ
た
こ
Σ
が
多
い
。
ハ
ー
バ
ー
ド
な
さ
は
言
ふ
に
及
ば
す
、
ヤ
ー
キ
ー
ス
や
リ
ク
の
様
な
大
研
究
所
の
篁
遠
鏡
で
さ
へ
も
、
京
都

の
七
吋
に
比
べ
る
ご
、
型
式
は
奮
式
で
、
「
何
S
か
、
今
少
し
使
ひ
途
が
あ
り
そ
う
な
も
の
だ
」
ご
考
へ
ら
れ
ろ
節
々
が
少
な
く
な
い
。
し
か
る
に
今

度
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
山
天
文
台
に
來
て
、
親
し
く
其
の
設
備
を
見
る
に
及
び
、
こ
・
に
始
め
て
、
頑
強
な
る
自
分
の
頭
を
下
げ
ざ
る
を
得
ざ
る
を
知
っ

た
。
　
ウ
ィ
ル
ソ
ン
山
天
文
台
は
、
本
身
に
驚
嘆
す
べ
き
酬
大
研
究
所
で
あ
る
。
器
械
¶
こ
い
ふ
器
械
が
、
す
べ
て
、
今
口
の
人
智
の
あ
ら
ん
か
ぎ
り
を
用

ゐ
、
眞
に
金
力
を
惜
ま
す
、
設
備
の
た
め
に
は
何
程
の
費
用
や
員
櫓
や
犠
牲
も
顧
み
な
い
．
こ
い
ふ
経
螢
ぶ
り
か
、
惰
こ
の
部
分
を
見
て
も
明
ら
か
に
見

え
る
。
へ
ー
ル
台
長
の
手
腕
に
は
全
く
敬
服
の
至
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）
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ウ
ィ
ル
ソ
ン
山
天
文
台
の
活
動
は
大
鋸
に
於
い
て
三
方
面
に
分
れ
て
み
る
。
郎
ち
第
一
は
太
陽
の
観
測
、
第
二
は
夜
間
の
天
業
観
測
、
第
三
は
純

物
理
學
的
研
究
で
あ
る
。
研
究
の
揚
所
か
ら
言
へ
ば
第
一
S
第
二
の
観
測
は
帥
ち
海
士
六
千
眠
の
ウ
ィ
ル
ソ
ン
山
鎭
で
行
は
れ
、
第
三
の
物
理
的
研

究
は
山
麓
の
パ
サ
デ
ナ
市
に
あ
る
大
實
験
室
に
於
い
て
行
は
れ
る
。
全
髄
を
通
じ
て
、
研
究
者
の
人
数
は
約
二
十
五
名
年
齢
の
上
か
ら
見
れ
ば
・
勿

論
老
も
若
も
あ
る
け
れ
さ
、
老
人
ミ
言
っ
て
も
、
耳
目
の
能
力
を
失
ひ
、
勢
力
既
に
衰
へ
か
Σ
つ
て
み
る
や
う
な
年
輩
の
人
は
一
人
も
居
な
い
し
、

若
い
入
ミ
言
っ
て
も
全
く
學
生
上
り
の
青
二
才
ら
し
い
入
は
見
手
ら
な
い
。
ま
つ
二
十
余
人
全
部
、
今
が
働
き
盛
り
の
事
々
ば
か
り
で
、
從
っ
て
、

天
文
台
そ
の
も
の
に
、
何
ε
な
く
活
氣
が
あ
ゆ
、
覇
氣
が
充
満
し
て
み
る
。
彼
等
は
盛
ん
に
書
物
や
新
刊
物
を
讃
み
、
叉
御
互
ひ
に
議
論
な
、
こ
も
し

て
み
る
。
何
れ
の
方
面
が
ら
見
て
も
、
今
ま
で
見
た
多
く
の
天
文
台
に
比
し
て
特
色
あ
る
緊
張
振
り
を
見
せ
て
み
る
。
勿
論
、
ヤ
ー
キ
ー
ス
に
は
ヤ

ー
キ
ー
ス
の
特
色
が
あ
り
、
リ
ク
に
ば
り
ク
の
特
色
が
あ
り
，
ウ
ィ
ル
ソ
ン
山
は
其
等
の
何
れ
ミ
も
異
な
っ
た
氣
分
を
た
攣
よ
は
し
て
は
み
る
が
、
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へ

自
分
が
此
等
の
三
大
天
文
台
に
よ
っ
て
端
的
に
受
け
た
印
象
を
簡
明
に
言
ひ
表
は
せ
ば
、
ヤ
ー
キ
ー
ス
天
文
台
は
今
年
熟
の
境
に
あ
り
、
リ
ク
は
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へ老
熟
§
言
ふ
べ
く
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
山
の
氣
分
は
全
く
今
気
重
旺
溢
の
有
様
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
）

　
ウ
ィ
ル
ソ
ン
山
天
文
台
の
太
陽
部
は
、
台
長
へ
ー
ル
氏
神
ら
其
の
部
長
を
つ
ε
め
て
み
る
け
れ
さ
、
惜
し
い
こ
ミ
に
、
目
下
、
氏
♂
内
項
の
た
め

上
地
保
養
し
て
み
て
、
部
長
は
エ
ラ
ー
マ
ン
氏
が
代
っ
て
み
る
。
こ
の
太
陽
部
の
設
備
ミ
し
て
、
山
上
に
大
小
二
つ
の
塔
望
遠
鏡
S
、
ス
ノ
重
水
李

望
遠
鏡
ε
が
あ
る
。
落
成
年
度
の
順
序
か
ら
言
へ
ば
、
ス
ノ
i
鏡
が
天
文
台
甲
立
の
最
初
か
ら
在
る
も
の
で
あ
る
。
言
ふ
ま
で
も
な
く
へ
ー
ル
氏
は

煽
八
九
七
年
に
シ
カ
ゴ
大
里
教
授
ミ
し
て
、
か
の
ヤ
ー
キ
ー
ス
天
文
台
を
創
立
し
た
其
の
人
で
あ
り
、
一
九
〇
三
年
頃
ま
で
は
、
ヤ
ー
キ
ー
ス
の
四

十
吋
や
、
太
陽
儀
室
や
、
物
理
黙
々
室
に
於
い
て
、
多
く
の
開
拓
的
研
究
を
試
み
其
の
結
果
、
一
躍
し
て
米
國
第
一
流
の
太
陽
學
者
ε
な
っ
た
。
そ

の
後
、
一
九
〇
四
年
に
至
っ
て
ス
ノ
ー
嬢
の
寄
附
金
か
ら
得
た
此
の
新
式
の
太
陽
鏡
ケ
以
っ
て
、
は
る
ぐ
加
州
に
遠
征
を
試
み
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
山

頂
に
豫
定
の
期
間
を
費
し
た
結
果
。
い
よ
ノ
、
此
の
山
上
に
、
カ
ー
ネ
ギ
ー
研
究
團
の
名
を
以
っ
て
「
太
陽
観
測
所
」
を
新
設
す
る
ε
決
し
、
ヤ
ー
キ

ー
ス
天
文
台
は
之
れ
を
フ
ロ
ス
ト
等
の
華
氏
に
委
ね
、
自
ら
は
ア
ダ
ム
ス
、
エ
ラ
ー
マ
ン
、
リ
チ
i
諸
氏
ウ
始
ぬ
、
ヤ
ー
キ
ー
ス
の
俊
秀
を
撰
駿
し

で
西
下
し
、
直
ち
に
此
の
ク
イ
ル
ソ
ン
由
天
文
台
を
開
い
た
の
で
あ
る
。
ウ
ィ
ル
ソ
ン
山
の
開
設
は
山
九
〇
四
年
で
あ
っ
た
か
、
濃
墨
既
に
ス
ノ
ー
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望
高
等
は
、
其
の
新
式
の
設
計
撹
於
い
て
、
叉
、
其
の
能
率
に
於
い
て
太
陽
研
究
の
た
め
に
は
世
界
第
一
の
総
…
を
得
た
も
の
で
、
へ
ー
ル
氏
、
こ
其
の

幕
僚
は
、
短
日
悟
れ
に
よ
り
或
は
太
陽
潜
像
の
直
接
撮
影
を
行
ひ
、
或
は
其
の
ス
ペ
ク
ト
ル
の
比
較
研
究
を
な
し
、
更
に
叉
、
へ
ー
ル
氏
猫
特
の
分

光
太
陽
像
撮
影
を
繰
り
返
す
な
，
ご
、
日
々
新
研
究
を
積
み
、
其
の
結
果
、
太
腸
面
上
に
於
け
る
水
素
や
カ
ル
シ
ウ
ム
瓦
斯
の
驚
動
や
機
能
の
不
可
思

議
を
解
い
て
世
を
驚
か
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
し
か
る
に
、
創
立
後
、
間
も
な
く
、
ス
ノ
i
鏡
に
よ
る
太
陽
像
が
、
水
李
軸
に
沿
ふ
た
悪
諸
流
の
追
回
に
よ
っ
て
妨
げ
ら
れ
る
の
を
見
、
其
の
害

を
避
け
る
目
的
を
以
っ
て
、
一
九
〇
七
年
、
新
た
に
高
さ
六
十
吠
の
塔
を
山
上
に
建
設
し
、
同
時
に
其
の
塔
の
底
に
三
十
沢
の
井
戸
を
掘
り
、
こ
・

に
長
さ
六
十
吠
S
い
ふ
珍
ら
し
い
垂
直
望
遠
鏡
を
装
置
し
て
、
更
に
太
陽
研
究
を
進
め
る
こ
一
こ
、
な
っ
た
。
此
の
高
塔
望
遠
鏡
な
る
未
曾
有
の
試
み

は
見
事
に
成
功
し
て
、
日
々
、
驚
べ
き
立
派
な
る
太
陽
爲
眞
を
得
、
遽
に
は
此
の
設
備
に
よ
っ
て
、
太
陽
黒
貼
中
に
ゼ
ー
マ
ン
現
像
を
嚢
重
し
、
「
太

陽
黒
鮎
は
磁
氣
嵐
の
一
種
で
あ
る
」
霊
い
ふ
奇
殆
な
る
事
實
を
見
世
し
た
。

　
さ
て
、
へ
ー
ル
氏
ば
六
十
呪
高
塔
の
成
績
の
好
い
の
を
見
て
、
更
に
大
理
想
を
胸
中
に
馳
せ
、
一
九
一
二
年
に
至
っ
て
、
無
千
百
五
＋
沢
ミ
い
ふ

高
さ
の
塔
ミ
、
深
さ
七
十
灰
の
井
戸
を
有
す
る
新
垂
直
望
遽
鏡
を
建
設
し
、
爾
來
、
毎
日
、
直
径
十
六
吋
ξ
い
ふ
素
晴
し
い
太
陽
像
を
、
焦
黙
七
十
眠

の
リ
ト
ロ
ー
式
分
光
器
の
細
隙
上
に
投
ぴ
て
、
一
笑
緻
密
な
る
研
究
の
方
針
を
進
め
る
に
至
っ
た
。
此
の
最
高
塔
望
遠
鏡
の
完
成
に
よ
っ
て
獲
た
最
初

の
露
見
は
、
一
九
一
三
年
に
糞
表
し
た
太
陽
の
絡
磁
場
の
意
見
で
あ
り
、
由
れ
に
次
ぐ
第
二
の
偉
業
は
一
九
一
八
年
に
嚢
表
し
た
黒
鮎
の
復
極
性
の

獲
見
で
あ
る
。
何
れ
も
現
今
の
太
陽
學
の
基
本
的
露
命
で
あ
っ
て
、
倫
，
他
の
天
文
台
の
企
及
す
べ
か
ら
ざ
る
ミ
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

　
第
一
、
第
二
の
高
塔
ミ
ス
ノ
ー
太
陽
鏡
室
ε
は
、
今
日
も
筒
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
山
頂
の
高
い
松
林
を
し
の
い
で
、
其
の
白
色
の
講
造
を
、
パ
サ
デ
ナ

の
市
街
か
ら
手
に
取
る
如
く
に
見
せ
て
み
る
。
此
頃
は
、
ス
ノ
二
王
は
セ
ン
ト
。
ジ
ョ
ン
氏
譜
に
よ
っ
て
、
太
陽
の
分
光
研
究
に
用
ゐ
ら
れ
、
時
々
は

金
星
其
の
他
の
天
膿
の
分
光
分
析
に
も
向
け
ら
れ
る
。
又
、
六
十
駅
の
塔
望
遠
鏡
は
、
直
径
二
世
の
太
陽
像
に
よ
っ
て
、
直
接
像
ミ
分
光
像
ε
が
侮

口
撮
影
せ
ら
れ
、
叉
、
百
五
十
駅
の
高
塔
走
出
退
鏡
は
エ
ラ
ー
マ
ン
氏
自
ら
、
太
陽
黒
鮎
の
分
極
測
定
を
や
っ
て
み
る
。
氏
は
之
れ
に
よ
り
三
年
前
、

「
見
え
ざ
る
黒
鮎
を
」
嚢
見
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
）

　
山
頂
に
於
け
る
、
他
の
有
力
な
る
部
は
夜
聞
の
天
仁
観
測
で
あ
っ
て
、
之
れ
が
た
め
に
は
、
か
の
有
名
な
六
十
吋
及
び
三
豊
の
二
大
反
射
望
遠
鏡

が
活
躍
し
て
み
る
。
へ
ー
ル
氏
は
、
さ
き
に
、
ヤ
ー
キ
ー
ス
天
文
台
に
於
い
て
二
十
四
吋
反
射
鏡
の
能
牽
を
見
た
郷
士
か
ら
、
引
き
っ
漉
き
其
の
ヤ

ー
キ
ー
ス
に
六
十
吋
の
反
射
付
知
鏡
を
設
備
す
る
豫
定
を
　
し
て
み
て
、
一
九
〇
五
年
頃
に
は
既
に
其
の
た
め
に
用
ふ
べ
き
ガ
ラ
ス
材
が
同
天
文
台

の
工
作
室
に
於
い
て
孕
ば
憲
章
上
っ
て
み
た
の
で
あ
る
Q
纏
れ
を
叉
、
へ
ー
ル
氏
は
ウ
ィ
ル
ソ
ン
山
に
持
ち
蓮
ん
で
來
て
、
機
械
の
諸
部
分
を
完
成

し
、
一
九
〇
八
年
、
燧
に
之
れ
を
山
上
の
特
設
ド
ー
ム
内
に
据
付
け
る
に
至
っ
た
。
何
噸
、
と
冨
っ
て
も
、
此
の
六
十
吋
は
世
界
第
一
の
逸
物
で
、
鏡
の

（
三
）



（
四
）

3S3

磨
き
、
筒
の
持
ち
方
、
望
逡
鏡
全
艦
の
蓮
韓
法
、
そ
れ
か
ら
直
接
撮
影
及
分
光
撮
影
の
算
筆
の
附
け
方
、
ド
ー
ム
や
長
窓
の
作
り
方
に
至
る
ま
で
、

縮
て
最
新
の
機
軸
を
出
し
、
青
雲
の
專
問
家
を
し
て
垂
誕
お
く
能
は
ざ
ら
し
め
た
。
こ
の
後
ウ
ィ
ル
ソ
ン
山
の
六
十
吋
は
事
端
上
、
世
界
に
於
け
る

　
　
　
参
姦
β
享
塗
。
夏
・
毒
　
　
　
天
文
望
遠
鏡
の
先
頭
に
立
っ
て
、
天
塞
の
神
秘
を
あ
ば
き
、
刻
々
に
宇
宙
の
深
み
を
さ

　
　
　
つ
’
．
轟
望
匪
銃
　
島
義
噂
塑
鼻
鏡
F
（
弗
軽
爆
　
　
　
ぐ
り
進
ん
で
、
人
の
見
地
を
進
め
た
も
の
で
あ
る
。

　　

@
噛
臆
鵜
㌫
禦
玉
霰
撃
　
　
し
か
・
な
が
ら
へ
－
ル
氏
は
決
・
て
此
の
六
＋
吋
の
隻
竃
つ
藩
足
し
て
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
な
か
っ
た
。
「
我
が
ウ
ィ
ル
ソ
ン
山
の
天
文
台
は
維
へ
す
新
方
法
の
研
究
そ
の
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
意
を
注
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
ミ
始
め
か
ら
聲
明
し
て
み
た
通
り
、
一
九
〇
八
年

半
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
十
吋
の
望
蓮
鏡
が
完
成
す
る
ご
同
時
に
、
フ
ー
カ
i
氏
の
寄
附
金
に
よ
っ
て
、
更
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
筒
驚
く
べ
し
、
直
径
百
吋
の
反
射
望
遠
鏡
の
建
設
を
企
て
、
爾
來
十
年
蘭
、
パ
サ
デ
ナ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
の
工
場
を
督
し
て
工
を
進
め
、
一
九
一
八
年
に
至
っ
て
、
途
に
此
の
悪
魔
の
如
き
亘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
敏
な
る
機
械
が
、
直
径
百
沢
の
ド
ー
ム
の
中
に
牧
め
ら
れ
る
こ
「
し
に
な
っ
た
の
で
あ
る
Q

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
ー
實
に
百
首
の
望
遠
鏡
恥
こ
其
の
構
造
は
全
く
言
語
に
維
し
て
み
る
。
鏡
の
重
量
だ
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
も
四
缶
偏
そ
れ
に
、
筒
ε
フ
レ
ー
ム
ご
を
加
算
す
る
ε
総
計
百
噸
の
重
さ
が
あ
の
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
其
の
大
部
分
は
水
銀
に
浮
ん
だ
ま
㌔
、
大
小
無
数
に
装
置
さ
れ
た
電
氣
モ
ー
ト
ル
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
て
、
人
の
手
足
の
や
う
に
自
由
に
、
又
、
精
密
に
蓮
動
ず
る
。
日
週
蓮
動
を
総
膿
に

　
　
O

％1物

ウ
レ
ツ
ン
山
匁
蒼
σ

　
　
　
乳
面
薯
回

　
　
　
£
券
2
）

　
く
手
品
の
様
に
面
白
い
ミ
も
言
へ
や
う
Q
大
き
い
こ
く
こ
、

充
分
で
あ
る
。
1
一
百
吋
は
、
完
成
以
來

與
へ
る
歯
車
部
の
如
き
は
、
一
見
、
撒
萬
噸
の
亘
船
の
機
關
室
を
見
る
心
地
が
す
る
Q

叉
，
望
遠
鏡
を
ニ
ゥ
ト
ン
式
に
用
ふ
み
場
合
や
、
カ
セ
グ
レ
ン
式
に
用
ふ
る
場
合
に
、

観
測
者
の
譲
り
込
む
台
場
の
如
き
も
、
上
や
下
や
左
右
に
自
田
な
蓮
動
を
す
様
は
、
全

巧
妙
に
出
來
て
る
る
こ
ミ
が
、
杓
れ
を
見
せ
ら
れ
る
総
て
の
人
の
魂
を
失
は
し
む
る
に



今
が
五
年
目
で
あ
る
。
や
は
り
六
十
吋
ε
同
じ
く
、
天
質
の
直
接
撮
影
ε
分
光
研
究
ざ
に
多
く
用
ゐ
ら
れ
て
る
る
か
，
夕
汐
、
困
れ
は
マ
イ
ケ
ル
ソ

ン
博
士
の
創
意
に
な
る
大
．
干
渉
計
を
用
み
て
、
廻
に
蝋
二
回
は
恒
星
の
直
径
が
測
定
せ
ら
れ
て
る
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ
　
ス

　
ウ
ィ
ル
ソ
ン
山
天
文
台
の
入
山
は
皆
パ
サ
デ
ナ
の
市
中
に
居
住
し
て
み
る
。
そ
し
て
観
測
の
順
番
が
ま
は
っ
て
苦
る
時
，
天
文
台
の
自
働
車
に
よ

っ
て
山
上
に
登
っ
て
昇
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
普
通
の
揚
合
，
観
測
當
番
は
各
自
に
つ
い
て
二
三
日
ぐ
ら
ゐ
黒
く
の
で
、
其
の
間
は
山
上
の
天
丈
台

構
内
に
あ
る
宿
舎
に
宿
泊
す
る
こ
、
こ
に
な
っ
て
み
る
。
宿
舎
は
俗
に
モ
ナ
ス
テ
リ
ー
ε
言
ひ
、
「
女
人
禁
制
」
の
意
味
で
あ
ろ
が
、
料
理
場
に
は
勿
論

婦
人
も
み
る
。
小
さ
な
室
が
＋
個
以
上
も
あ
り
、
立
派
な
設
備
で
、
湯
水
も
自
由
で
あ
る
し
、
食
事
は
可
な
り
美
味
し
い
。
可
愛
ら
し
い
談
話
室
や
、

圖
書
室
も
あ
り
、
專
留
書
や
難
誌
な
，
こ
も
井
べ
ら
れ
て
あ
る
。
朝
夕
、
外
に
訪
れ
漁
る
鹿
や
栗
鼠
を
相
手
に
し
て
星
を
待
つ
仙
人
生
活
は
下
界
で
は

・
味
へ
な
い
マ
」
思
は
れ
る
。

　
山
上
に
は
、
尚
，
モ
ナ
ス
テ
リ
ー
の
外
に
、
王
丁
台
や
ピ
ア
ノ
な
さ
を
置
い
た
娯
空
室
が
一
棟
あ
る
が
、
そ
れ
よ
り
も
特
筆
す
べ
き
は
研
究
室
で
、

あ
る
。
研
究
室
、
こ
言
っ
て
も
，
観
測
の
準
備
室
や
、
篤
眞
の
現
像
室
を
圭
ε
し
た
や
う
な
も
の
で
、
御
粗
末
ミ
冨
へ
ば
其
れ
ま
で
だ
が
、
そ
れ
で
も

十
人
分
程
の
机
が
あ
り
、
別
に
他
人
の
妨
げ
を
受
け
な
い
で
勉
強
す
る
こ
、
こ
も
出
攣
る
や
う
に
な
っ
て
み
る
。
書
架
に
は
N
通
り
の
天
文
書
も
あ
り
、

叉
、
中
に
は
パ
サ
デ
ナ
市
の
公
立
蓋
置
館
か
ら
借
り
出
し
た
小
説
類
も
あ
っ
て
、
ミ
に
か
く
，
槻
測
者
を
待
遇
す
る
こ
一
こ
は
至
れ
り
濁
せ
り
で
あ
る
。

此
の
研
究
室
か
ら
は
、
夜
に
な
る
殖
こ
下
界
の
パ
サ
デ
ナ
市
や
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
市
や
其
の
他
四
五
十
の
都
市
の
電
光
が
見
え
て
，
薫
れ
も
、
ミ
て
も

口
に
言
へ
な
い
や
）
な
賑
や
か
さ
で
あ
る
。
叉
．
天
文
台
－
こ
敷
地
を
接
し
て
，
こ
の
山
上
に
は
ウ
ィ
ル
ソ
ン
山
ホ
テ
ル
揮
い
ふ
の
が
あ
る
。
夏
冬
を

通
じ
て
常
々
籔
六
名
の
客
が
宿
泊
し
て
み
る
ら
し
く
，
夜
に
は
思
妻
を
奏
し
た
り
、
ダ
ン
ス
を
や
つ
九
り
す
る
の
で
、
夜
更
け
る
ま
で
山
の
中
は
人

間
の
歓
樂
の
音
も
き
こ
え
る
。
こ
れ
が
米
國
の
米
國
た
る
所
以
か
。

　
ウ
ィ
ル
ソ
ン
山
上
の
天
文
観
測
機
械
ミ
し
て
は
、
前
述
の
通
り
の
二
個
の
高
塔
こ
、
ス
ノ
ー
鏡
　
、
二
個
の
大
反
射
鏡
ざ
が
圭
な
も
の
で
あ
る
が
、

爾
其
の
外
に
、
二
つ
の
小
さ
な
ド
ー
ム
が
あ
っ
て
、
そ
れ
に
は
六
吋
の
眼
盗
用
屈
折
赤
道
儀
－
こ
、
十
吋
の
天
上
ヵ
メ
ラ
ミ
が
牧
め
ら
れ
て
あ
る
。
此

等
は
毎
夜
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
定
め
て
使
用
せ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
が
、
時
々
の
天
命
現
象
の
観
察
に
用
ゐ
ら
れ
る
。

特
に
此
の
頃
は
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
山
に
爾
二
つ
の
、
重
要
な
観
測
設
備
が
置
か
れ
て
あ
る
。
哺
は
ワ
シ
ン
ト
ン
府
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
二
院
の
嚇
部
で
、
專
ら

太
陽
熱
を
測
定
す
る
機
械
で
あ
っ
て
、
之
れ
は
モ
ナ
ス
テ
リ
ー
の
黒
鼠
の
，
可
な
り
急
傾
斜
な
楊
所
に
二
＋
尺
ば
か
り
の
塔
を
建
て
、
其
の
上
に
置

か
れ
て
、
毎
日
使
用
せ
ら
れ
て
る
る
。
夏
の
間
は
、
其
の
部
長
C
G
ア
ボ
ト
氏
が
、
避
暑
か
た
ぐ
此
所
へ
移
っ
て
來
て
、
塔
の
傍
の
自
分
の
宅
に
起

居
し
て
み
る
。
此
の
観
測
は
既
に
一
九
一
一
一
年
以
來
の
連
績
事
業
で
あ
る
。

　
今
一
つ
は
、
混
播
揚
の
東
隣
に
ト
タ
ン
強
り
の
家
の
中
に
設
け
ら
れ
た
地
上
望
湛
鏡
で
あ
っ
て
、
其
の
方
向
は
，
東
方
は
る
か
に
サ
ン
・
ガ
プ
リ

3S4

（
五
）



5
「

35

（
六
）

エ
ル
の
渓
谷
を
距
て
穿
、
二
十
二
哩
の
か
な
た
に
意
え
る
サ
ン
・
ア
ン
ト
ニ
オ
山
に
向
い
て
み
る
。
弄
れ
は
シ
カ
ゴ
大
學
の
マ
イ
ケ
ル
ソ
ン
敬
授
が
光

線
遽
度
の
研
究
を
や
っ
て
み
る
ε
こ
ろ
な
の
で
，
や
は
り
、
純
物
理
學
の
方
面
か
ら
、
宇
宙
幽
間
の
一
特
質
を
知
ら
ん
が
た
め
の
努
力
で
あ
る
こ
ε

は
言
ふ
ま
で
も
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
六
）

　
パ
サ
デ
ナ
市
に
あ
る
「
ウ
ィ
ル
ソ
ン
山
天
文
台
本
部
」
も
亦
實
に
堂
々
た
る
も
の
で
あ
る
。
場
所
は
パ
市
サ
ン
タ
・
バ
ー
バ
ラ
街
の
北
側
第
八
＝
二

番
地
で
あ
っ
て
、
半
里
は
可
な
り
大
き
な
四
棟
の
建
築
か
ら
出
來
て
る
る
。
四
棟
マ
」
は
、
三
階
作
り
の
本
館
ε
、
李
家
の
工
作
場
．
こ
、
同
襟
の
實
験

室
言
、
二
階
建
の
「
政
府
館
」
、
こ
で
あ
る
。
本
館
は
、
天
文
台
の
職
員
の
た
め
の
研
究
室
が
三
十
個
程
ε
，
圖
書
室
噛
こ
、
爲
眞
原
板
測
定
室
や
物
理
實

験
な
さ
に
優
切
ら
れ
て
あ
る
。
観
測
等
等
に
當
ら
な
い
多
く
の
見
者
達
は
毎
日
此
所
に
來
て
研
究
に
余
念
が
な
い
。
圖
書
室
は
組
置
や
報
告
類
を
澤

山
持
っ
て
る
る
が
、
書
物
は
割
合
に
貧
崩
で
あ
る
。
大
き
な
ハ
ギ
ン
ス
の
油
男
惚
像
ざ
、
百
吋
反
射
鏡
の
木
製
模
型
S
が
此
の
室
を
飾
っ
て
み
る
。

」
工
作
揚
は
實
に
廣
異
な
も
の
で
あ
る
。
山
上
の
六
十
吋
や
百
吋
や
其
の
他
各
種
の
機
械
が
此
所
で
作
ら
れ
た
の
で
あ
る
こ
ε
か
ら
考
へ
て
も
、
其

の
能
力
ば
想
像
さ
れ
る
。
二
三
年
以
前
か
ら
、
五
十
吠
の
大
干
渉
計
く
」
い
ふ
新
器
械
が
造
ら
れ
て
あ
る
が
、
そ
れ
は
今
日
大
略
出
來
上
っ
た
。
た
ま

～
㍉
此
の
秋
。
南
加
州
の
皆
既
日
食
の
た
め
、
此
の
大
干
渉
計
の
骨
組
が
其
の
観
測
に
利
用
さ
れ
、
目
下
、
サ
ン
デ
ア
ゴ
市
の
海
岸
に
設
立
さ
れ
て
あ

る
が
、
日
食
が
濟
め
ば
、
直
ち
に
持
ち
館
さ
れ
て
、
改
め
て
ウ
ィ
ル
ソ
ン
山
上
に
蓮
搬
さ
れ
、
大
規
模
に
星
の
直
径
の
測
定
か
試
み
ら
れ
る
筈
で
あ
る
。

　
「
政
府
館
」
，
こ
は
一
寸
攣
な
名
で
あ
る
が
、
之
れ
は
鰍
洲
軍
役
の
頃
、
米
國
の
中
央
政
府
の
委
托
に
よ
り
、
種
々
の
戦
時
用
機
械
を
此
の
工
作
場
で

作
っ
た
其
の
時
の
必
要
上
建
築
さ
れ
た
も
の
な
の
で
あ
る
が
、
戦
雫
後
、
乾
れ
は
天
文
台
に
佛
ひ
下
げ
ら
れ
、
今
は
主
ε
し
て
實
験
室
に
用
ゐ
ら
れ

て
る
る
。
衙
近
頃
研
究
員
が
潜
冒
し
て
、
本
館
の
室
の
撒
が
足
り
な
く
な
っ
た
・
め
、
此
の
「
政
府
館
」
に
四
つ
五
つ
の
小
さ
な
室
が
作
ら
れ
て
人
が

出
入
し
て
み
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
六
）

　
ウ
ィ
ル
ソ
ン
山
の
天
文
台
は
毎
日
午
後
一
時
孚
か
ら
二
時
ま
で
、
百
五
十
沢
塔
の
傍
の
陳
列
館
を
公
開
し
て
一
般
の
人
々
に
見
せ
、
職
員
の
誰
か

一
二
人
が
説
明
を
す
る
。
（
但
し
此
の
陳
列
館
は
、
堂
々
た
る
天
文
台
に
は
似
合
は
す
、
御
粗
末
至
極
の
木
造
小
屋
で
あ
る
。
六
十
吋
や
出
戸
で
撮
っ

た
天
罷
爲
眞
や
、
太
陽
系
の
諸
遊
星
の
模
型
な
さ
が
淋
し
く
列
べ
ら
れ
て
あ
る
。
）
そ
れ
か
ら
、
午
後
二
時
に
な
る
ぐ
」
、
此
等
の
見
物
人
一
同
は
百
瞳

の
大
望
還
鏡
の
室
内
に
案
内
さ
れ
て
、
主
な
部
分
の
一
通
り
の
説
明
を
聞
く
こ
ぐ
」
に
な
っ
て
み
る
。
特
に
毎
週
金
曜
の
夜
に
は
、
午
後
九
時
ま
で
、
六

十
吋
の
望
遠
鏡
に
よ
っ
て
、
一
般
の
人
々
に
脳
髄
を
観
望
さ
せ
る
。
其
の
日
に
は
パ
サ
デ
ナ
市
か
ら
特
別
な
乗
合
自
働
車
が
幾
台
も
客
を
の
せ
τ
登

山
す
る
。
そ
し
て
客
は
殆
ん
さ
全
部
ホ
テ
ル
に
宿
泊
す
る
こ
ミ
に
な
っ
て
み
る
。
（
一
九
二
三
、
入
、
二
五
パ
サ
テ
ナ
市
に
て
）


